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菅江眞澄の道を辿って６ 享和元年（1801年）、11月４日、眞澄は、青森県深浦を出発して、翌日、秋田県境を越えた。菅生岬（現在の須郷岬か）
で馬を休めた。景観を前にして、感慨に耽ったことであろう。

秋田大学名誉教授　山本穆彦氏：画

◆ 附属図書館ホームページ　　http://www.lib.akita-u.ac.jp/
◆ 医学部分館ホームページ　　http://libra.med.akita-u.ac.jp/

http://www.lib.akita-u.ac.jp/
http://libra.med.akita-u.ac.jp/
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ここ秋田にもようやく春が訪れました。まもなく桜そしてつつじの花開く、

北国独特の心浮き立つ楽しい季節を迎えます。

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。

さて、皆さんは、これから始まる大学生活を通じて得るものを基に自分の

羅針盤を組み立て、人生の大いなる海に漕ぎ出すための本格的な準備段階に

入ることになります。

本学図書館は、その羅針盤造りの一助となれるよう様々な準備をしていま

す。皆さんがこれから利用されるであろう一般閲覧室はもとより、新聞、雑

誌等も気軽に楽しめるブラウジングコーナーや国際交流コーナーなど、目的

に応じて利用できる様々な場があります。情報検索コーナーも順次充実させ

ており、パソコンによる文献検索を中心に熱っぽく頑張る皆さんの先輩達が

終日みられます。開館時間も月～金曜8:45～20:00、土・日曜の休日9:00～

17:00と、利用し易くしています。館職員は、皆さんに対する情報リテラシー

教育とともに、教育・研究に役立つべく気軽に相談いただけるよう心がけて

います。

地球規模でのコンピュータ・ネットワークの展開は高度情報化社会を形成

することとなり、現在では世界の何処で見いだされた新しい情報でも、居な

がらにして瞬時に入手できるようになりました。本学図書館でも電子図書館

機能の強化を急いでおり、その一環としてすでに数年来電子ジャーナルを導

入し内容の充実に努めていますので、積極的に活用してください。

現有の蔵書にもぜひ目を向けてください。我らが図書館には学問的に重要

な蔵書が少なくありません。例えば「冷泉為秀筆」になる「詠歌一体」は、

錦　仁(元秋田大学教授)、小林一彦の両先生により、中世歌論書の生成を解明

することとなった優れた研究を産みました。しかも本書は、人気ＴＶ番組

「開運！なんでも鑑定団」に出せば話題になること確実な稀観本でもあります。

また全国に類をみない鉱山学部(現・工学資源学部)時代から引き継いだ蔵書の

中にも、Georg Bauer著(1556年)「De Ra Metallica」のold copy書があり、し

かも英訳版(1912年)、独訳版(1953年)と揃っています。近代地質学の基礎をな

したにとどまらず、ダーウインの「種の起源」にも大きな影響を与えたとさ

れるCharles Lyell著「Principles of Geology」(第３版)も見逃せません。他に

も学問的に重要で貴重な書籍が幾つも蔵されており、皆さんの将来に貢献で

きる時を待っています

まずは図書館に馴染んでください。館職員に気軽に声をかけてください。

皆さんにお会いできることを楽しみに、さらに我らが図書館を積極的に活用

され飛躍されんことを大いに期待しています。

秋田大学附属図書館・館長

三　浦　　傅 新入生の皆さんへ
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スピーチ・コミュニケーションという分野を

紹介するのに適当な本として、ケネス・バーク

の『動機の文法』（英文タイトルA Grammar of

Motives）を紹介したい（翻訳者は森鴎外の孫

である森常治）。

ケネス・バークは、余りにも見慣れたものと

なってしまった私たちの言語・認識・行動の一

体的な結びつきを解きほぐしてみせてくれる。

私たちの世界観は、始めから一定の象徴作用に

よって支配されているのではないだろうか。

「正常」とされる人間・社会・文化といった現

象を客観性・実証性という神話から解放し、

「見慣れないもの」として捉えなおす試みは、

言語の「詩的言語」への移行に対する戦略的、

また、知的挑戦ともいえる。

この一冊の本を通して、日本では敬遠されが

ちなレトリックの普遍性を探ることの重要性、

また、その実証的な研究が必要であることを学

んだ。

英和辞典に話を飛ばせてもらうと、現代英語

を読むには、１キロの重さながら情報密度抜群

の『リーダーズ英和辞典』（研究社）をお勧め

します。

（おくだひろこ　教育文化学部講師）

※この本は、本館開架２Fの133.9-B92にあります。
（第２書庫にも複本あり）

『動機の文法』
ケネス・バーク 著
森　常治 訳
晶文社　1982年

シリーズ�心に残る�　　一冊�　 19

●奥 田博子 ●

図書館システムが更新されました。

ＯＰＡＣ（学内蔵書検索）の台数も7台から11台に増えました。

＊おわび：この図書館システム更新のため、期間中は蔵書検索等が利用できませんでした。

＊おわび：利用者の皆さんには大変ご迷惑をおかけいたしました。

本館出入口のブックディテクションシステム（ＢＤＳ）が新しくなりました。

このシステムは、貸出手続きを忘れて通りますとアラームが鳴ります。

今まではバーがありましたが、今度のはありませんので出入りがしやすくなりました。

（でも、アラームが鳴ったら停まってくださいね。）

情報検索コーナーのパソコンも新しくなりました。

大いにご利用ください。
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IDEALとはAcademic Press社関連の電子ジャーナル“The

International Digital Electronic Access Library”の頭文字をとっ

たものです。

Academic Press Journalsとして自然科学、工学、心理学関係雑

誌やHarcourt Health Sciences Journalsとして医学・看護学関連

雑誌が含まれています。ただ現時点では全ての雑誌の抄録まで

は読めますが収録論文全文が読めるわけではありませんので、図

書館ホームページ “FullText電子ジャーナル”のIDEAL”本学分
リスト”を参照ください。特色としては以下の点があげられます。

1. 多角的な検索が出来る。
Search：分野別の選択可能（一括検索も可）、データベース(PubMed)の選択可
Search：雑誌別の選択可、個々の文献のどの部分（タイトル、著者名他）もキーワードとして

検索可能

Browse：IDEAL収録全雑誌のリストから特定のタイトルを選択して目次閲覧が可能
Search：（上記“本学分リスト”から入ると2000年以降の論文は全て読めます）
Search：※IDEAL FIRST：雑誌が正式刊行以前に読める収録論文です。
Link In：求める文献の正確な情報（収録雑誌名、巻号、著者、刊行年、ページ、DOI: Digital

Object Identifier:論文識別番号など）が分かっている場合、それらを直接検索語とし

て使います。

2. 検索結果の論文の参考文献リストもCrossRef（出版社同士の電子ジャーナル相互リンク）機能によ
り他出版社の論文も読める場合がある。

3. その他
IDEAL  ALERT：E-mail登録をすると希望雑誌や希望分野の最新論文情報（収録誌目次、論文

タイトル、抄録など）を直接送ってもらえます。

図書館情報検索コーナーで利用法説明をしておりますので希望される方はカウンターへ（メールで予約も可）



収録誌検索用

直接検索用

詳細検索用

トップ画面
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各ページのこのロゴをクリックす
るとトップページに戻ります。

�
� �

簡易検索用

分野選択

タイトル、著者、
キーワード等 選択

v でMEDLINE検索へ

ORも可

収録誌選択

既知の情報入力

■名から 分野から

Analytical  Biochemistry

2002 302 2 169

SAKAI

�

�

�
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利用サービス係●○
図書情報係や雑誌情報係から来た資料を展示および分類ごとに配架する。

配架されている資料の貸し出し、返却および書架の整理。

視聴覚室やグループ学習室、閲覧室の利用管理に関すること。

学外文献の申し込みや他大学からの文献依頼の授受。

レファレンスへの対応。

その他の窓口業務を行っております。

利用者の皆さんと直接接するところです。なんでもご相談ください。

情報システム係●○
学術情報はインターネットの普及もあり、多くの情報が電子化（デジタル化）され世界中に膨大な量で

流通しています。その中から図書館利用者（研究者、学生等）が有用なものをいかにして迅速、確実に入

手するかで大きな差がついてしまいます。

係では利用者の皆さんに “情報の達人” になっていただきたく、役立つ各種情報（コンテンツ）をホ

ームページを通して提供したいと考えています。

その中で、論文のフルテキストが読める電子ジャーナル検索と各種データベース検索の利用者支援が重

要な業務になってきておりであり、それらのシステムを図書館内で潤滑に運用するためにコンピュータ、

ネットワークの保守、点検、管理も係の大切な業務です。

図書情報係●○
図書や視聴覚資料（以下単に資料という）を購入するために資料の選定が行われ、書店にそれらを発注

します。

購入依頼した資料や寄贈受け入れの資料について必要事項を入力します。

購入分については支払いを済ませ、受入が済んだ資料について書誌事項を確認し、データベースに書

誌・所蔵登録をします。

閲覧室や書庫に配架する資料には請求記号ラベルを貼り、利用サービス係に引き渡します。

この他に、電算化される以前の資料を、遡ってデータ入力する遡及入力作業も行っています。

雑誌情報係●○
・ 次年度の購入雑誌については、前年の９月～１０月に書店に予約する必要があります。特に外国雑誌

は１年単位の予約制になっているので、予約時期が遅れると１月発行号から入荷しない事態がおこっ

てしまうのです。

・ 雑誌の新着号が入荷したときは、システムで受入業務を行います。研究室購入分については１冊1冊に

ついて巻号数や刊行日を貸出バインダーに記入し、学科名のシールを貼付します。その後、学科ごと

の棚に配架し、貸出に供します。

図書館購入分についてはシールを貼付後、利用サービス係によりブラウジングコーナーに配架されます。

図書館には購入の他に、他大学等の研究紀要や学術雑誌・広報誌が沢山寄贈されます。研究紀要や学術

雑誌は第一書庫の2階と３階に配架されています。

また、広報誌については保存はしていませんが、ブラウジングコーナーに配架し広く利用に供していま

すので、どうぞご利用ください。

図書館の仕事を係ごとに紹介します。
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利　用　者�

利用サービス係�

図書情報係� 雑誌情報係�

◆ 貸出・返却�

◇ 予約�

◆ 文献申し込み�

◇ レファレンス�

◆ その他カウンター全般�

�

�

�

◇ 配架�

情報システム係�

◆ 情報検索の支援�

◇ 電子ジャーナル利用支援�

◆ コンピュータの�
　　　　　　保守・管理�

◇ ホームページ作成�

◆ その他システム関係�

図書の選定�

発注�

受入�

目録� 遡及入力�

装備�

申込�

予約�

支払�総合目録�

研究室� 図書館�

研究室� 図書館�

支払�
契約�

受入�

装備�

DB

他に�
製本関連業務、�
電子ジャーナル�
契約業務�

※医学部分館は図書係でこれらの仕事のほとんどを行っています。
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昨年１２月１９日（水）～２０日（木）埼玉大学を会場に開催されました「国立

大学図書館協議会シンポジウム（東地区）」に参加いたしました。このシンポジ

ウムは東地区と西地区の２会場で毎年開催されているもので、今回で１４回目を

むかえます。基本テーマを『電子ジャーナルとコンソーシアムの形成』として、お

もに北海道・東北・関東地区の国立大学図書館から約５０名の参加がありました。

１日目は千葉大学附属図書館長　土屋　俊氏が「大学改革の核としての電子図

書館」と題して基調講演をされました。その後、サブテーマ１『電子ジャーナル

の導入と利用者サービスについて』に基づき事例報告がありました。３人の方か

らユーザー教育担当者研修会について、情報リテラシー教育について、国立国会

図書館における課題についてと、それぞれ電子ジャーナルの導入や利用と密接に

関わってくる事柄について、具体例を示しながら報告がありました。

２日目は北海道大学附属図書館事務部長　坂上　光明氏による特別講演「電子

ジャーナルとコンソーシアムについて」のあと、サブテーマ２『コンソーシアム

形成の実際について』ということで、国立大学のコンソーシアム形成に直接関わ

っている方々からの報告がありました。各出版社から提案されるコンソーシアム

形成条件の煩雑さに加え、各出版社との十数回を超える協議や交渉、全国国立大

学図書館への情報提供など、電子ジャーナル・タスクフォースの活動の実際につ

いて聞くことができました。またIDEALコンソーシアム（AP社）とSDサブコン

ソーシアム（Elsevier社）の形成について、実務を担当された方々から報告があ

りました。

予想以上に進んでいる電子ジャーナルの普及に驚くと同時に、電子図書館的サ

ービスと従来型図書館サービスとの連携、統合を図ることが更に重要になってき

ていると強く感じました。
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（平成13年4月～平成14年2月受入れ）

本学教官が著し、寄贈されたものです。

梶川正弘　 著� ｢秋田県の雪と災害｣（報告集） 秋田大学教育学部　 1993
｢東北地方日本海側における大気ｴｱﾛｿﾞﾙ及び上層雲の動態に関する研究｣
（報告集） 秋田大学教育学部　1997

林信太郎　 著� ｢火山災害の長期予測とﾊﾞｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの作成｣（報告集）
秋田大学教育学部　1995

後藤恒允　 著� ｢近藤国一の生涯と思想｣          近藤国一先生顕彰会　1998

山本達郎　 著� ｢ｱﾘｽﾄｸｾﾉｽ『ハルモニア原輪』の研究 ｣  影地出版会　2001

黒川衣代　 著� ｢子ども・権利・これから｣ 明石書店　2001

田中博之 編著� ｢ｻｰﾎﾞ900c(ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀを使いこなすための人工呼吸器学シリーズ１)｣
メディカ出版 2001 （分館）

どうもありがとうございました。

図書館では本学教官の著作物（単独著書、共著書、編著書、訳書、分担執筆、学位論文）を､  積極的に
収集し、利用に供しています。
出版の折りには御寄贈くださいますようお願いします。

秋田大学をはじめ県内の大学、短大、高専等の１３図書館で構成されている「秋田地区大学等図書館連
絡協議会」加盟館では、お互いに利用することができるよう相互協力を行っております。
利用内容は、閲覧等の「来館利用」の他、「レファレンス」「文献複写」「現物貸借」がありますが、相手

館によって利用の仕方が多少違います。
詳細はカウンターにお問い合わせください。

○秋田大学附属図書館　　　　　　　　　　○秋田大学附属図書館医学部分館

○秋田桂城短期大学附属図書館　　　　　　○秋田経済法科大学附属図書館

○秋田県立大学短期大学部附属図書館・情報センター

○秋田県立大学図書・情報センター（秋田キャンパス）

○秋田県立大学図書・情報センター（本荘キャンパス）

○秋田工業高等専門学校図書館　　　　　　○秋田公立美術工芸短期大学附属図書館

○ミネソタ州立大学秋田校図書館　　　　　○聖園学園短期大学図書館

○日本赤十字秋田短期大学図書館　　　　　○聖霊女子短期大学図書館

「秋田地区大学等図書館連絡協議会」

加盟館
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辞典、事典、白書などの参考図書を、２階の低書架に移動しました。

購入データベースの見直しについて

参考図書を移動しました

◆医学中央雑誌はweb版になります

今までのCD-ROM版は分館内でのみ利用できましたが、web版は本道地区の学内LANに接続して

いるパソコンから利用できるようになります。検索画面はCD-ROM版とは異なりますが、基本的な

使い方は同じです。なお、冊子体の医学中央雑誌は引き続き購入します。

◆ CD-ROM版Medlineは購入を中止します

MedlineはPubMedが無料で使えることをふまえ、アンケートを実施して図書委員会で検討した結

果、購入を中止することになりました。

PubMedはインターネット上で無料公開されており、分館情報検索コーナーでも利用できます。

◆ Cochrane Library(web版)を新たに購入します

EBMの強力なツールとして著名なCochrane Libraryを購入します。学内LANに接続されたパソコ

ンから検索できるようになります。

情報検索コーナーをリニューアルしました

パソコンが4台増えました。使用用途別（OPAC、文献検索・電子ジャーナル、CD-ROM、インターネット）

にブロックを分けましたので、用途に沿ってご利用ください。パソコンを異なる用途に使用することは、他

の利用者の迷惑となりますので、ご遠慮ください。

また、パソコンによってはカラープリンタが使えるようになりました。各パソコンの表示をご覧ください。

カラープリンタは共用で、カウンター横にあります。
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●　図書館カレンダー （ ２００２年４月～８月 ） ●

休　館

平常開館時間　8：45～20：00

休暇開館時間　8：45～17：00

休日開館時間　9：00～17：00

本 館 分 館

4

月

1

火 水 木 金 土 日

5 6 7432

8 12 13 1411109

15 19 20 21181716

22 26 27 28252423

29 30

5

月 火 水 木 金 土 日

3 4 521

6 10 11 12987

13 17 18 19161514

20 24 25 26232221

27 31302928

6

月 火 水 木 金 土 日

21

3 7 8 9654

10 14 15 16131211

17

24

21 22 23201918

28 29 30272625

7

月

1

火 水 木 金 土 日

5 6 7432

8 12 13 1411109

15 19 20 21181716

22 26 27 28252423

29 3130

8

月 火 水 木 金 土 日

2 3 41

5 9 10 11876

12 16 17 18151413

19 23 24 25222120

26 30 31292827

4

月

1

火 水 木 金 土 日

5 6 7432

8 12 13 1411109

15 19 20 21181716

22 26 27 28252423

29 30

5

月 火 水 木 金 土 日

3 4 521

6 10 11 12987

13 17 18 19161514

20 24 25 26232221

27 31302928

6

月 火 水 木 金 土 日

21

3 7 8 9654

10 14 15 16131211

17

24

21 22 23201918

28 29 30272625

7

月

1

火 水 木 金 土 日

5 6 7432

8 12 13 1411109

15 19 20 21181716

22 26 27 28252423

29 3130

8

月 火 水 木 金 土 日

2 3 41

5 9 10 11876

12 16 17 18151413

19 23 24 25222120

26 30 31292827



12

教養基礎教育科目で「ネットワーク時代の
情報リテラシー」が開講されます。

この科目は図書情報等の利用法・検索法を学ぶ授業で、図書
館の利用や各種情報検索に大いに役立ちます。

前期は４月１０日から５月22日までの毎週水曜日の５・６時
限です。
詳細は教養基礎教育授業計画（シラバス）をご覧ください。
なお、後期は１０月２日から１１月13日までの毎週水曜

日の５・６時限の予定です。

「長期貸出」について

夏季休業等の長期休暇時に、「長期貸出」を行ってお
ります。
近くになりましたら掲示等でお知らせいたします。

日曜・祝日開館（試行）を
今年度も行います。

本館と分館は開館日が違います。
詳細は図書館カレンダーをご覧ください。
なお、都合により変更がある場合は

掲示等でお知らせいたします。

明るい春です。希望に

燃えてご入学されました皆さんに心からお祝いを

申し上げます。図書館では皆さんの勉学に少しで

もお役に立てるようお手伝いしたいと思っており

ます。

大いに図書館をご利用ください。皆さんのご来

館をお待ちしております。

図書館だより 第53号

2002年４月１日発行

編集　秋田大学附属図書館出版物編集委員会
発行　〒010-8502 秋田市手形学園町１－１

TEL 本館018-889-2279  分館018-884-6052
FAX 本館018-832-4917  分館018-884-6252


	表紙
	新入生の皆さんへ
	シリーズ心に残る一冊/トピックス
	電子ジャーナル「IDEAL」紹介#1
	電子ジャーナル「IDEAL」紹介#2
	係の仕事#1
	係の仕事#2
	「国立大学図書館協議会シンポジウム」に参加して
	本学教官等著作寄贈図書/「秋田地区大学等図書館連絡協議会」の紹介
	医学部分館コーナー
	図書館カレンダー
	掲示板

